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一
　
問
題
提
起

　

言
語
系
統
区
分
に
よ
れ
ば
、
ヤ
オ
族
（
瑶
族
）
は
主
に
ミ
エ
ン
語

を
用
い
る
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
（
盤
ヤ
オ
）、
ラ
カ
語
を
用
い
る
ラ
カ
・

ヤ
オ
、
プ
ヌ
語
を
用
い
る
プ
ヌ
・
ヤ
オ
の
三
大
支
系
に
分
け
ら
れ

る
。
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
と
ラ
カ
・
ヤ
オ
は
分
布
が
広
い
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
文
化
が
道
教
の
影
響
を
深
く
受
け
て
お
り
、
研
究
者
も
多

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
西
北
部
と
黔
南
布
依

族
苗
族
自
治
州
の
交
接
地
帯
に
住
む
プ
ヌ
・
ヤ
オ
に
つ
い
て
は
、
注

目
す
る
研
究
者
が
相
対
的
に
少
な
く
、
研
究
は
、
概
し
て
「
初
期
的

で
で
お
く
れ
て
い
る
」「
成
果
が
少
な
い
」「
研
究
グ
ル
ー
プ
は
形
成

さ
れ
て
い
な
い
」「
学
術
的
価
値
が
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
な
い
」﹇
覃

2015 : 19 ‒23

﹈。
本
稿
の
研
究
対
象
は
プ
ヌ
・
ヤ
オ
支
系
中
の
瑙
格

労
方
言
を
話
し
、
男
性
が
膝
ま
で
あ
る
白
布
の
衣
装
を
着
て
い
る

「
白
褲
ヤ
〉
1
〈

オ
」
で
あ
る
。
白
褲
ヤ
オ
は
、
自
称
が
「
多
努
」
で
、「
人

の
子
」
を
意
味
し
、「
青
少
年
」
を
指
す
言
葉
と
し
て
も
広
く
用
い

ら
れ
る
。
主
に
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
河
池
市
南
丹
県
里
湖
瑶
族
郷

（
以
下
、
里
湖
郷
）
や
八
玗
瑶
族
郷
、
貴
州
省
黔
南
布
衣
族
苗
族
自

治
州
荔
波
県
瑶
山
瑶
族
郷
に
分
布
す
る
。
現
地
の
統
計
で
は
人
口
四

万
人
余
り
で
、
約
六
〇
％
が
里
湖
郷
に
居
住
す
る
。

　

白
褲
ヤ
オ
は
、
葬
儀
で
祖
先
祭
祀
の
「
牛
祭
」
儀
式
を
行
う
。
資

金
と
時
間
の
膨
大
な
消
費
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら

は
資
金
を
つ
ぎ
こ
み
、
全
身
全
霊
を
注
い
で
盛
大
に
行
う
。
筆
者
の

主
な
調
査
地
で
あ
る
里
湖
郷
王

〉
2
〈尚

村
の
一
人
の
若
者
は
、
牛
祭
は

「
家
産
を
尽
く
し
て
牛
を
殺
す
」
こ
と
だ
と
い
う
。
し
か
し
外
部
者
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は
白
褲
ヤ
オ
の
牛
祭
の
意
味
を
理
解
で
き
な
い
た
め
、
一
九
六
〇
年

代
に
は
白
褲
ヤ
オ
地
区
で
の
牛
祭
習
俗
を
改
め
る
動
き
も
現
れ
た
。

当
時
、
政
府
は
、
牛
祭
は
白
褲
ヤ
オ
の
貧
困
を
深
刻
に
し
、
社
会
経

済
の
発
展
を
阻
害
す
る
も
の
と
み
な
し
て
、
牛
祭
を
全
力
で
「
整

理
」
し
よ
う
と
し
、
葬
儀
で
は
牛
で
は
な
く
必
ず
他
の
動
物
で
代
替

す
る
こ
と
、
こ
れ
を
犯
す
者
は
誰
で
も
拘
留
さ
れ
る
と
規
定
し
た
。

し
か
し
白
褲
ヤ
オ
は
規
定
を
恐
れ
ず
、
従
来
ど
お
り
の
牛
祭
を
行
っ

た
た
め
、
結
局
、
政
府
は
現
地
に
干
渉
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
部

の
人
々
を
拘
留
し
た
だ
け
で
終
わ
っ
た
。
彼
ら
は
違
法
と
さ
れ
た
こ

と
に
強
く
抗
議
し
、「
法
を
犯
し
て
も
」「
労
働
改
造
場
送
り
に
な
っ

て
も
」
牛
を
殺
す
と
主
張
し
た
。
そ
の
た
め
政
府
は
法
の
執
行
が
で

き
な
く
な
っ
た
﹇
広
西
壮
族
自
治
区
編
輯
組1985 : 108 ‒117

﹈。　

　

牛
祭
は
、
な
ぜ
白
褲
ヤ
オ
文
化
に
お
い
て
不
可
欠
か
つ
何
者
に
も

代
え
が
た
い
の
か
。
従
来
、
白
褲
ヤ
オ
葬
喪
研
究
で
も
牛
祭
は
特
に

注
目
さ
れ
て
き
た
。
研
究
者
は
儀
式
の
背
後
に
あ
る
歴
史
的
起
源
や

宗
教
的
意
識
か
ら
そ
の
目
的
と
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
考
古

学
的
視
点
か
ら
解
釈
す
る
者
も
い
れ
ば
、
葬
儀
に
お
け
る
食
人
習
俗

が
牛
に
替
え
ら
れ
た
歴
史
的
展
開
に
由
来
す
る
と
い
う
説
、
白
褲
ヤ

オ
の
精
神
性
と
社
会
進
化
の
転
換
の
指
標
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る

﹇
玉1989

、
磨2011

﹈。
し
か
し
こ
れ
ら
の
見
方
は
、
儀
式
を
含
む

文
化
体
系
か
ら
起
源
を
探
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
進
化
論
の
社
会
発

展
区
分
を
原
因
と
す
る
こ
と
は
、
因
果
理
論
に
反
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
文
化
解
釈
の
主
要
な
視
点
に
も
反
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
因
果

律
や
主
要
な
視
点
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
献
祭
理
論
の
解
釈
の
枠
内

に
あ
る
と
い
え
る
。
第
一
の
解
釈
は
聖
餐
理
論
で
あ
〉
3
〈

る
。
牛
は
白
褲

ヤ
オ
の
ト
ー
テ
ム
で
あ
る
。
牛
祭
の
意
義
は
、
死
者
と
生
者
が
と
も

に
享
受
す
る
こ
と
で
ト
ー
テ
ム
の
牛
と
な
り
、
現
世
の
親
族
関
係
が

継
承
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
﹇
雷2010

﹈。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
解
釈
は
後
に
以
下
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
た
。
牛
祭
は
、
実
は
贈

与
〉
4
〈

論
の
解
釈
と
一
致
す
る
。
牛
は
生
者
か
ら
死
者
へ
の
贈
り
物
で
あ

り
、
目
的
は
人
と
祖
先
の
間
に
互
恵
関
係
を
打
ち
立
て
る
こ
と
に
あ

る
と
﹇
姜
・
楊1986

、
朱
ほ
か1992 : 159 ‒162

﹈。

　

贈
与
論
は
、
動
物
献
祭
に
関
す
る
一
般
的
な
解
釈
で
、
供
物
は
神

霊
や
祖
先
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
超
自
然
的
存
在
へ
の
贈
り
物
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
白
褲
ヤ
オ
は
、
日
常
生
活
で
牛
肉
を
食
す
る
習
慣

は
な
く
、
ま
た
牛
の
飼
育
は
彼
ら
の
経
済
的
来
源
で
も
な
く
、
多
く

の
者
は
牛
を
飼
育
し
て
も
売
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
た
め
な
ぜ
牛
を

神
に
献
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
解
釈
す
る
時
に
、「
食

物
」
説
で
は
難
し
く
、
む
し
ろ
牛
を
「
贈
り
物
」
に
す
る
深
層
意
識

に
つ
い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
つ
て
あ
る
学
者
が
、
白
褲

ヤ
オ
自
身
の
解
釈
に
従
っ
て
、
牛
は
死
者
が
あ
の
世
で
畑
を
耕
す
の

に
使
う
用
具
と
し
て
贈
る
の
だ
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
誰
も
こ
の

説
に
つ
い
て
深
い
文
化
的
解
釈
や
そ
の
正
誤
を
確
認
し
て
い
な
い
。

以
下
で
は
、
こ
の
説
を
ふ
ま
え
て
牛
祭
お
よ
び
そ
の
後
に
続
く
儀
式

に
お
け
る
象
徴
に
つ
い
て
分
析
し
、
牛
祭
の
真
の
目
的
と
白
褲
ヤ
オ

文
化
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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二
　
牛
祭
儀
式
の
解
析

　

白
褲
ヤ
オ
の
葬
送
儀
礼
に
は
、「
入
殮
」「
開
鼓
」「
牛
祭
」「
下
葬
」

の
過
程
が
あ
る
。
牛
祭
と
下
葬
は
続
け
て
行
わ
れ
、
前
日
に
牛
を
殺

し
て
、
当
日
死
者
を
送
る
。
そ
の
他
の
過
程
は
数
日
お
く
こ
と
も
あ

る
、
何
日
お
く
か
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
占
い
と
葬
儀
の
準
備
状
況
に

よ
っ
て
決
め
る
。
牛
祭
の
具
体
的
な
過
程
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

㈠
　「
誦
牛
」

　

当
日
、
ま
ず
一
頭
の
雄
牛
を
屠
殺
場
の
柱
に
繋
ぐ
。
吉
時
に
な
っ

た
ら
シ
ャ
ー
マ
ン
が
屠
殺
隊
六
名
を
率
い
て
入
場
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は

弔
辞
を
唱
え
、
二
名
が
刀
を
も
ち
、
二
名
が
牛
を
屠
殺
す
る
。
屠
殺

者
は
死
者
の
一
族
の
青
壮
年
あ
る
い
は
母
方
叔
父
一
族
か
ら
遺
族
が

選
ぶ
。
さ
ら
に
一
人
が
黒
傘
を
も
つ
。
黒
傘
は
攪
乱
し
よ
う
と
す
る

悪
鬼
に
屠
殺
を
み
せ
な
い
よ
う
遮
る
こ
と
を
表
す
。
弔
文
を
唱
え
る

者
は
、
牛
に
米
粒
を
撒
き
な
が
ら
死
者
一
族
の
祖
先
の
名
を
叫
ん
で

告
げ
る
。「
本
日
、
牛
を
殺
し
ま
す
。
死
者
が
牛
を
引
い
て
来
世
に

連
れ
て
行
き
ま
す
の
で
、
祖
先
の
皆
様
は
そ
れ
を
待
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
か
ら
来
世
に
一
族
の
者
が
参
り
ま
す
」。
弔
文
に
よ
れ

ば
、
牛
は
来
世
で
は
一
頭
の
完
全
な
活
牛
で
あ
り
、
死
者
は
牛
を
引

い
て
祖
先
た
ち
を
訪
れ
る
。

㈡
　「
哭
牛
」

　

死
者
の
親
族
男
性
二
人
が
白
布
を
頭
部
に
巻
い
て
霊
堂
を
出
、
泣

き
な
が
ら
献
祭
場
に
至
り
、
牛
の
周
囲
を
一
回
り
し
て
霊
堂
に
も
ど

る
。
こ
れ
は
来
世
へ
の
道
を
探
す
こ
と
を
表
す
。
次
に
、
そ
の
他
の

親
族
や
友
人
、
隣
人
が
二
人
の
親
族
と
同
様
に
行
動
し
、
死
者
と
牛

を
来
世
に
送
る
こ
と
を
表
す
。
そ
の
後
、
一
人
の
青
年
男
子
が
手
に

竹
枝
を
も
っ
て
牛
の
所
へ
行
っ
て
臀
部
を
軽
く
叩
き
、
牛
を
追
い
立

て
て
柱
を
一
回
り
さ
せ
る
。
死
者
が
牛
と
来
世
に
行
く
様
子
を
模
倣

し
た
も
の
で
、
哀
貝
布
山
の
麓
に
至
り
、
柔
ら
か
な
石
を
踏
ん
で
山

を
登
る
時
に
、
牛
の
四
本
足
が
滑
っ
て
上
れ
な
く
な
り
、
竹
の
枝
で

追
っ
た
こ
と
を
表
す
。
最
後
に
、
死
者
の
二
人
の
息
〉
5
〈

子
の
う
ち
、
一

人
が
前
方
で
牛
を
引
き
、
も
う
一
人
が
後
方
か
ら
竹
枝
を
使
っ
て
牛

を
追
い
、
柱
の
周
囲
を
時
計
回
り
と
逆
回
り
に
三
回
ず
つ
回
り
、
牛

へ
の
最
後
の
送
別
を
表
す
。
哭
牛
の
過
程
で
は
、
献
祭
の
牛
は
来
世

で
は
活
き
た
状
態
で
死
者
に
同
行
す
る
。
目
的
地
は
岜
地
の
険
し
い

斜
面
に
あ
る
天
〉
6
〈
門
で
、
天
門
の
奥
が
来
世
で
あ
る
。

㈢
　「
砍
牛
」

　

哭
牛
が
終
わ
る
と
、
猟
銃
を
打
っ
て
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
砍
牛
が
始

ま
る
。
二
人
の
太
刀
持
ち
が
牛
刀
を
抜
い
〉
7
〈
て
刀
の
刃
に
酒
を
ひ
と
吹

き
す
る
。
牛
に
切
り
つ
け
る
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
杯
の
酒
を
飲
み
、
丁

重
に
牛
刀
を
受
け
て
両
手
で
も
ち
、
牛
の
周
囲
を
回
る
。
一
回
り
す
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る
た
び
に
牛
に
向
か
っ
て
両
膝
を
少
し
屈
し
て
拝
礼
の
し
ぐ
さ
を
す

る
。
三
周
し
た
後
、
刀
を
振
り
か
ざ
し
て
牛
の
背
に
切
り
つ
け
る
。

砍
牛
の
要
点
は
、
全
部
で
三
回
打
つ
こ
と
、
二
人
の
砍
牛
者
が
交
替

で
行
う
こ
と
、
三
刀
目
後
も
牛
は
ま
だ
生
き
た
ま
ま
立
っ
て
い
る
状

態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
刀
目
あ
る
い
は
二
刀
目

が
強
す
ぎ
た
と
き
は
、
最
後
の
三
刀
目
は
演
技
だ
け
す
れ
ば
よ
い
。

一
刀
打
つ
た
び
に
周
り
の
者
は
雄
叫
び
を
あ
げ
、
手
を
叩
い
て
歓
声

を
あ
げ
る
。
砍
牛
者
は
熱
狂
の
中
で
さ
ら
に
勇
猛
に
な
る
。
砍
牛

後
、
群
衆
は
力
を
合
わ
せ
て
牛
を
殺
す
。「
砍
」
と
は
、
刀
の
刃
を

牛
の
標
識
と
し
て
牛
を
来
世
に
送
っ
た
後
、
死
者
が
牛
を
簡
単
に
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
意
味
を
も
つ
。「
殺
」
と
は
、
牛
（
の

霊
魂
）
を
来
世
に
送
る
第
一
歩
で
あ
る
。
最
後
に
、
牛
角
を
切
り

取
っ
て
木
柱
に
釘
で
う
ち
つ
け
、
白
褲
ヤ
オ
の
伝
統
の
墓
碑
―
牛
角

柱
と
す
〉
8
〈

る
。
牛
角
柱
の
上
方
は
塔
状
に
彫
り
込
ま
れ
、
天
門
に
至
る

階
段
を
表
す
。
一
般
に
七
、
九
、
一
一
段
で
、
死
者
が
高
齢
で
あ
る

ほ
ど
段
数
が
多
く
な
る
。
牛
角
は
墓
前
に
並
べ
ら
れ
、
死
者
に
対
し

て
牛
祭
の
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
。
牛
肉
や
牛
皮
、
牛
血
は

参
会
者
に
分
け
、
霊
堂
や
墓
前
に
は
置
か
な
い
。
牛
宴
は
死
者
へ
の

食
用
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
砍
牛
の
過
程
は
、
牛
は
来
世
で
生
き

る
動
物
で
あ
り
、
死
者
へ
の
食
物
と
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
示
す
。

㈣
　
牛
祭
後
の
儀
式

　

棺
桶
を
土
中
に
埋
葬
し
た
後
、
葬
儀
の
責
任
〉
9
〈

者
は
村
の
入
口
で

「
恩
渡
恩
多
」
儀
式
を
行
う
。
こ
れ
は
隔
離
を
意
味
す
る
。
ま
ず
、

松
明
で
薪
に
点
火
し
、
肩
に
鉄
鋤
を
担
ぎ
、
手
に
は
竹
枝
を
握
っ
て

死
者
に
語
り
か
け
る
。「
あ
な
た
は
も
う
天
に
上
り
ま
し
た
の
で
、

二
度
と
村
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
水
や
火
、
木
、
綿
花
を
準
備
し
ま
す

の
で
、
三
日
後
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
」。
次
に
、
死
者
の
服
の

布
を
順
に
焚
い
て
、
死
者
の
た
め
に
綿
花
の
種
を
準
備
し
お
え
た
こ

と
を
表
す
。
竹
枝
と
松
明
を 

焚
き
、
樹
木
の
種
や
火
種
も
準
備
し
た

こ
と
を
表
す
。
最
後
に
鉄
鍬
で
瓢
箪
を
突
き
破
っ
て
水
が
流
れ
出
る

と
、
水
源
の
準
備
も
完
了
し
た
こ
と
を
表
す
。

　

三
日
後
、「
放
水
」
儀
式
を
行
う
、
遺
族
は
シ
ャ
ー
マ
ン
に
率
い

ら
れ
て
五
つ
の
竹
杯
を
墓
に
挿
す
。
死
者
が
男
性
の
場
合
は
三
杯
に

酒
、
二
杯
に
水
を
満
た
し
、
木
の
葉
で
口
を
塞
ぐ
。
女
性
の
場
合
は

逆
に
す
る
。
次
に
、
草
履
一
組
と
麦
藁
帽
子
一
個
、
櫛
一
本
、
干
し

た
鼠
一
匹
、
糯
米
の
団
子
を
墓
に
掛
け
る
。
酒
や
水
は
飲
ん
で
よ

く
、
草
履
や
麦
藁
帽
は
身
に
着
け
て
よ
い
、
櫛
は
朝
起
き
て
髪
を
洗

う
時
に
使
う
（
白
褲
ヤ
オ
の
成
年
男
女
は
と
も
に
長
髪
で
あ
る
）。

鼠
は
先
祖
が
来
世
に
戻
る
時
に
道
案
内
を
し
、
糯
米
団
子
は
来
世
へ

の
道
中
で
餓
え
た
ら
食
す
こ
と
を
表
す
。



147──土地への依存と来世現世間の秩序

㈤
　
牛
祭
の
目
的

　

牛
祭
の
三
つ
の
過
程
を
解
釈
す
れ
ば
、「
牛
」
は
来
世
で
は
死
者

の
食
物
で
は
な
く
生
き
物
で
あ
り
、
死
者
が
来
世
で
先
祖
を
訪
ね
る

時
に
付
き
従
う
。
砍
牛
時
の
「
三
刀
不
死
」
の
原
則
は
、
ま
さ
に
こ

れ
を
保
障
す
る
た
め
で
あ
る
。
も
し
牛
が
打
ち
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た

ら
、
牛
祭
は
失
敗
で
あ
る
。
次
に
、
牛
祭
後
の
儀
式
の
水
源
や
火

種
、
樹
種
、
綿
花
種
、
食
糧
種
は
明
ら
か
に
農
業
生
産
に
必
要
な
自

然
資
源
で
、
草
履
や
麦
藁
帽
は
農
業
生
産
の
必
需
品
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
品
を
献
上
す
る
目
的
は
、
死
者
が
来
世
で
順
調
に
土
地
を
開
墾

し
て
耕
作
で
き
る
よ
う
に
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
観
念
で

は
、
来
世
の
地
理
は
現
世
と
同
じ
で
、
山
が
七
〇
％
で
地
は
わ
ず
か

に
三
〇
％
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
鍾
乳
洞
や
山
石
が
一
面
に
広
が
る
い

わ
ゆ
る
典
型
的
な
カ
ル
ス
ト
地
形
で
、
常
に
岩
石
が
散
乱
す
る
。
さ

ら
に
、
表
土
が
薄
く
て
土
中
に
は
岩
石
が
多
く
、
保
水
能
力
が
極
め

て
低
い
。
こ
の
よ
う
な
土
地
で
は
、
牛
を
使
っ
て
よ
う
や
く
開
墾
が

可
能
と
な
り
、
牛
で
耕
し
た
畑
で
の
み
土
中
の
岩
石
が
掘
り
出
さ
れ

て
保
水
が
可
能
に
な
り
、
耕
作
が
で
き
る
。

　

水
源
や
火
種
、
食
糧
種
、
草
履
、
麦
藁
帽
等
が
揃
っ
て
い
る
中

で
、
順
調
な
土
地
の
開
墾
と
耕
作
に
唯
一
欠
け
て
い
る
の
が
牛
で
あ

る
。
も
し
牛
が
い
な
け
れ
ば
土
地
は
耕
作
で
き
な
い
。
牛
は
ま
さ
に

こ
の
核
心
的
条
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
牛
祭
の
目
的
は
死
者
に
食
物

を
提
供
す
る
た
め
で
は
な
く
、
死
者
が
来
世
で
開
墾
と
耕
作
が
で
き

る
よ
う
保
障
す
る
た
め
で
あ
る
。
牛
は
単
な
る
「
食
物
贈
与
」
で
は

な
く
、
よ
り
長
期
的
か
つ
安
定
し
た
祖
先
の
福
祉
の
た
め
に
あ
り
、

そ
の
他
の
献
上
動
物
に
は
こ
の
作
用
は
な
い
。
恩
渡
恩
多
儀
式
や
放

水
儀
式
は
、
実
は
み
な
牛
祭
儀
式
に
連
続
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、

死
者
が
来
世
で
開
墾
耕
作
す
る
た
め
の
条
件
を
力
を
合
わ
せ
て
作
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

葬
儀
後
の
一
年
間
、
死
者
の
家
族
は
食
事
の
た
び
に
碗
と
箸
を
一

組
用
意
す
る
。
死
者
へ
の
臨
時
的
な
供
養
で
あ
る
。
一
年
間
、
人
々

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
稲
を
植
え
る
時
に
、
東
側
の
畔
に
三
本
の
カ
ヤ

の
先
端
を
太
陽
に
向
け
て
植
え
る
。
東
側
の
土
地
は
生
者
が
耕
作

し
、
収
穫
は
生
者
の
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
カ
ヤ
を
西
側
の
畔
に

も
植
え
る
。
西
側
の
土
地
は
し
ば
し
死
者
の
も
の
と
な
り
、
生
者
が

代
わ
っ
て
耕
作
し
、
収
穫
は
死
者
の
も
の
と
な
る
。
死
者
が
女
性
で

あ
れ
ば
、
遺
族
の
女
性
は
養
蚕
時
に
い
く
ら
か
の
蚕
種
を
取
り
分
け

て
単
独
で
育
て
る
。
こ
れ
ら
の
蚕
は
死
者
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
蚕

糸
か
ら
死
者
の
衣
服
を
作
る
こ
と
を
表
す
。
一
年
後
、
来
世
の
土
地

が
順
調
に
開
墾
さ
れ
て
耕
作
が
始
ま
る
と
、
生
者
は
死
者
へ
の
供
養

を
や
め
る
。
こ
の
時
「
革
努
渡
」
儀
式
を
行
う
。
こ
れ
は
「
隔
死

人
」（
死
者
を
遮
断
す
る
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
死
者
の
墓
前
に

食
物
と
酒
を
並
べ
、
大
量
の
紙
銭
を
焚
き
、
新
し
い
土
を
墓
上
に
盛

る
。
こ
の
行
為
は
死
者
に
次
の
こ
と
を
告
げ
る
。「
あ
な
た
は
来
世

で
す
で
に
自
分
の
土
地
を
持
っ
た
の
で
、
我
々
は
も
う
あ
な
た
の
食

物
や
衣
服
を
用
意
し
ま
せ
ん
。
祭
祀
の
時
に
あ
な
た
を
招
い
て
一
家
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団
欒
す
る
時
や
来
世
で
災
害
に
あ
っ
て
我
々
の
助
け
が
必
要
に
な
っ

た
時
以
外
、
我
々
は
そ
れ
ぞ
れ
で
暮
ら
し
、
関
係
を
持
つ
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
。
つ
ま
り
白
褲
ヤ
オ
の
観
念
で
は
、
先
祖
は
土
地
さ

え
あ
れ
ば
、
普
段
は
子
孫
の
供
養
を
必
要
と
し
な
い
、
土
地
に
対
す

る
依
存
心
は
他
の
い
か
な
る
も
の
に
対
す
る
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

三
　
牛
祭
の
背
後
に
あ
る
土
地
へ
の
観
念

　

牛
祭
儀
式
の
直
接
の
目
的
は
、
死
者
に
来
世
で
の
土
地
の
開
墾
と

耕
作
の
工
具
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
は
、
人
が
終
生

持
ち
続
け
る
土
地
へ
の
渇
望
を
反
映
し
て
い
る
。
彼
ら
は
生
死
に
か

か
わ
ら
ず
土
地
と
い
う
基
盤
を
維
持
す
る
た
め
に
努
力
す
る
。
伝
統

的
な
農
業
を
行
う
人
々
は
、
完
全
に
土
地
に
依
存
し
て
生
き
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
依
存
心
は
、
ま
ず
、
土
地
の
物
質
性
へ
の
依

存
を
表
す
。「
土
地
は
農
民
に
と
っ
て
経
済
的
価
値
だ
け
で
な
く
、

生
存
保
障
と
生
活
方
式
で
も
あ
る
」﹇
米
格
代
爾1996 : 1 5

﹈。
物
質

性
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
農
業
文
明
は
常
に
土
地
に
よ
り
多
く
の

内
的
意
味
を
持
た
せ
、
土
地
へ
の
依
存
心
の
感
情
的
側
面
を
表
す

﹇
孟
徳
拉
斯2010 : 6

﹈。
白
褲
ヤ
オ
の
よ
う
な
カ
ル
ス
ト
地
形
で
極

め
て
少
な
い
畑
地
し
か
も
た
な
い
山
地
集
団
は
、
困
難
な
開
墾
や
念

入
り
な
維
持
作
業
を
と
も
な
う
伝
来
の
耕
作
過
程
を
通
し
て
、
土
地

を
人
の
濃
厚
な
感
情
と
融
合
さ
せ
、
土
地
へ
の
「
崇
敬
と
執
着
」

﹇
周1998 : 66

﹈
を
生
じ
、「
人
格
全
体
の
一
部
分
」﹇
費2001 : 

161

﹈
と
す
る
。
す
な
わ
ち
世
界
や
族
群
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー

プ
）、
社
会
的
認
知
や
理
想
、
追
求
、
価
値
観
な
ど
は
す
べ
て
土
地

に
付
随
す
る
も
の
で
、
土
地
は
人
の
す
べ
て
を
支
配
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
白
褲
ヤ
オ
に
と
っ
て
、
土
地
の
支
配
的
機
能
は
主
に
以
下

の
点
に
み
ら
れ
る
。

㈠
　
経
済
活
動
形
式
の
決
定

　

白
褲
ヤ
オ
の
伝
統
的
な
経
済
生
活
は
農
耕
に
よ
る
。
そ
こ
に
は
食

物
の
栽
培
や
衣
服
の
原
材
料
の
栽
培
お
よ
び
採
集
が
含
ま
れ
る
が
、

完
全
に
土
地
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
お
り
、
俗
語
で
は
「
食
と
衣
は

と
も
に
土
地
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
い
う
。
彼
ら
は
漢
族
の
農
暦
を
用

い
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
毎
年
三
、
四
月
に
植
え
て
八
、
九
月
に
収
穫

し
、
ブ
タ
の
餌
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
酒
造
り
に
使
う
。
稲
は
五
、
六
月

に
植
え
て
九
、
一
〇
月
に
収
穫
し
、
自
家
用
で
あ
る
。
食
糧
栽
培
以

外
に
、
女
性
た
ち
は
一
年
間
か
け
て
民
族
衣
装
を
作
る
。
春
節
後
、

囲
炉
裏
の
傍
ら
で
蚕
卵
を
孵
化
し
て
育
て
、
蚕
糸
で
布
を
織
る
。
布

を
染
め
る
の
は
四
、
六
月
と
年
末
で
、
季
節
ご
と
に
異
な
る
植
物
の

樹
液
で
染
料
を
作
る
。
秋
の
収
穫
後
、
す
ぐ
に
刺
繍
や
ス
カ
ー
ト
の

図
案
作
成
と
製
作
に
か
か
る
。
白
褲
ヤ
オ
の
民
族
衣
装
は
、
蠟
で
図

案
を
描
く
。
樹
脂
を
牛
油
と
一
緒
に
煮
詰
め
て
蠟
を
作
り
、
布
に
蠟

で
図
案
を
描
き
、
最
後
に
熱
湯
で
布
の
藍
色
に
白
色
の
線
が
浮
き
あ

が
る
ま
で
蠟
を
溶
か
し
て
お
と
す
。
織
布
は
年
中
無
休
の
仕
事
で
あ
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り
、
女
性
た
ち
は
時
間
が
あ
れ
ば
織
機
の
前
に
座
っ
て
織
る
。
民
族

衣
装
の
製
作
工
程
は
、
桑
樹
や
綿
花
の
種
植
え
と
収
穫
、
各
種
染
料

の
原
料
植
物
の
収
集
と
加
工
か
ら
な
る
。

　

農
業
以
外
に
、
彼
ら
は
二
〇
一
〇
年
前
後
か
ら
出
稼
ぎ
に
で
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
土
地
を
生
計
の
糧
と
す
る
こ
と
が
恒
常
的
か

つ
安
全
な
方
法
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
た
め
、
ま
ず
耕
作
の
保
障
を

何
よ
り
も
優
先
し
た
。
出
稼
ぎ
や
商
売
は
と
も
に
リ
ス
ク
が
あ
っ
て

生
活
の
安
心
感
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
副
業
と
し
て
土
地

収
益
の
補
充
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
出
稼
ぎ
収
入
が
土
地
の
収
益
に

は
る
か
に
及
ば
な
い
状
況
で
は
、
出
稼
ぎ
者
は
依
然
と
し
て
農
繁
期

に
は
必
ず
帰
郷
し
て
農
作
業
を
続
け
る
。
土
地
を
中
心
と
し
た
労
働

分
配
は
、
出
稼
ぎ
時
間
を
非
常
に
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
出
稼
ぎ

の
場
所
や
仕
事
の
種
類
、
工
場
の
形
式
な
ど
の
選
択
も
決
定
す
る
。

　

彼
ら
に
は
年
に
二
回
の
長
期
の
農
閑
期
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
行

事
が
一
回
ず
つ
行
わ
れ
る
。
第
一
は
六
月
三
〇
日
か
ら
七
月
一
四
日

ま
で
の
「
吃
天
末
」
で
、
外
部
で
は
小
年
と
よ
ば
れ
る
。
第
二
は
正

月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
「
吃
天
始
」
で
、
大
年
と
よ
ば
れ
る
。

彼
ら
の
年
中
行
事
は
小
年
と
大
年
の
二
つ
の
み
で
、
非
常
に
重
要
な

文
化
的
意
義
が
あ
り
、
誰
も
が
す
べ
て
の
仕
事
を
や
め
て
う
ち
こ

む
。
二
回
の
行
事
は
彼
ら
の
年
間
サ
イ
ク
ル
の
節
目
で
も
あ
る
。
ま

た
二
回
の
長
期
の
農
繁
期
は
、
四
つ
の
三
〇
〜
四
〇
日
間
の
短
期
の

農
閑
期
か
ら
な
る
。
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
合
間
に
出
稼
ぎ
に
い
く
が
、

長
期
で
は
な
い
。
出
稼
ぎ
に
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
は
、
出
稼

ぎ
者
の
多
く
が
近
く
の
地
級
市
か
省
都
に
行
く
こ
と
。
例
え
ば
河

池
、
百
色
、
南
寧
で
、
省
外
に
行
く
者
は
少
な
く
、
そ
れ
は
第
一
選

択
で
は
な
い
。
二
は
、
流
れ
作
業
の
労
働
は
望
ま
な
い
こ
と
。
流
れ

作
業
の
労
働
者
を
必
要
と
す
る
大
型
工
場
は
労
働
期
間
が
安
定
し
た

者
を
雇
う
傾
向
が
あ
り
、
出
入
り
を
繰
返
す
者
は
好
ま
れ
な
い
。
そ

の
た
め
白
褲
ヤ
オ
の
男
性
で
出
稼
ぎ
す
る
者
は
、
一
般
に
労
働
が
き

つ
い
仕
事
を
選
ぶ
。
例
え
ば
電
力
工
事
や
高
山
峡
谷
の
鉄
塔
架
線
や

配
線
工
事
な
ど
で
あ
る
。
三
は
、
経
営
体
制
が
不
十
分
な
小
工
場
を

選
ぶ
傾
向
が
あ
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
工
場
は
出
入
り
の
手
続
き
が

簡
単
で
随
時
に
出
稼
ぎ
が
で
き
、
耕
作
の
た
め
に
帰
村
し
や
す
い
。

し
か
し
リ
ス
ク
も
あ
り
、
こ
の
数
年
、
工
場
主
に
騙
さ
れ
て
、
働
い

た
も
の
の
、
工
賃
を
も
ら
え
な
い
と
い
う
状
況
が
頻
出
し
て
い
る
。

し
か
し
王
尚
村
の
多
く
の
者
は
「
た
と
え
工
賃
を
受
け
取
れ
ず
に
帰

村
し
た
と
し
て
も
、
土
地
は
逃
げ
な
い
」
と
い
う
。
土
地
さ
え
あ
れ

ば
、
そ
の
他
一
切
の
リ
ス
ク
に
も
耐
え
ら
れ
る
と
い
う
。

㈡
　
社
会
の
等
級
構
造
を
形
成
す
る

　

フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
バ
ル
ト
（Fredrik Barth

）
は
パ
キ
ス
タ
ン
の

ス
ワ
ー
ト
（Siwatebadan

）
人
の
研
究
に
お
い
て
、
人
の
土
地
へ

の
需
求
と
占
有
が
い
か
に
社
会
構
造
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
明

ら
か
に
し
た
﹇
巴
特2005

﹈。
人
お
よ
び
土
地
と
社
会
構
造
と
の
因

果
関
係
は
、
白
褲
ヤ
オ
文
化
に
お
い
て
も
同
様
に
み
ら
れ
る
。

　

里
湖
郷
一
体
の
白
褲
ヤ
オ
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
、
土
地
の
多
寡
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を
基
準
と
し
て
族
群
を
二
つ
の
等
級
に
分
け
て
き
た
。
高
い
等
級
は

「
婁
艾
人
」
で
、
婁
艾
と
は
畑
地
を
も
ち
、
石
の
多
い
山
間
の
土
地

も
所
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
農
耕
に
適
し
た
自
然
条
件
が
あ

り
、
必
ず
し
も
最
良
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
深
刻
な
自
然
災
害
に

あ
わ
な
い
限
り
収
穫
し
た
食
糧
で
生
活
は
維
持
で
き
る
。
里
湖
郷
の

懐
里
、
蛮
降
、
化
図
、
化
橋
、
灰
東
、
里
擺
等
の
村
で
あ
る
。
下
級

と
さ
れ
る
集
団
は
「
瓦
東
人
」
で
、
瓦
東
と
は
至
る
と
こ
ろ
岩
石
だ

ら
け
の
場
所
を
意
味
し
、
生
活
条
件
は
劣
悪
で
、
食
物
栽
培
に
適
し

た
土
地
は
な
く
、
居
住
地
は
岩
石
に
囲
ま
れ
た
閉
鎖
的
な
辺
疆
に
あ

る
。
里
湖
郷
の
瑶
里
、
岜
地
、
王
尚
、
董
甲
等
や
、
貴
州
方
面
に
向

か
う
荔
波
県
瑶
山
お
よ
び
里
湖
東
南
の
八
玗
で
あ
る
。
瑶
里
や
岜
地

は
高
山
に
あ
っ
て
、
耕
作
と
用
水
の
ど
ち
ら
も
不
便
で
あ
る
。
王
尚

の
自
然
条
件
は
婁
艾
人
の
そ
れ
に
劣
っ
て
は
い
な
い
が
、
瑶
里
人
が

数
百
年
前
に
移
住
し
て
形
成
し
た
歴
史
の
浅
い
村
で
あ
る
た
め
、

瓦
東
人
と
さ
れ
る
。
董
甲
は
公
路
が
通
じ
る
前
は
奥
深
い
山
中
に

あ
っ
て
極
め
て
辺
鄙
で
あ
っ
た
。
貴
州
方
面
に
向
か
う
ヤ
オ
族
地
区

は
険
し
い
山
脈
が
続
き
、
村
々
は
打
狗
河
沿
い
に
あ
る
と
は
い
え
、

畑
地
は
決
し
て
多
く
な
い
。
八
玗
地
区
も
奥
深
い
山
中
に
あ
り
、
筆

者
が
再
訪
し
た
二
〇
一
六
年
時
に
も
道
路
は
ま
だ
舗
装
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

婁
艾
人
は
、
瓦
東
人
は
語
音
が
奇
妙
で
、
女
性
は
藍
染
や
刺
繍
の

技
が
稚
拙
で
あ
り
、
衣
服
の
模
様
は
粗
雑
で
醜
い
、
最
も
問
題
な
の

は
衣
食
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
。
ま
た
、
婁
艾
人
は
優
れ

た
伝
統
を
も
ち
、
正
統
的
で
先
進
的
で
あ
る
が
、
瓦
東
人
は
伝
統
が

な
く
、
正
統
で
も
な
く
野
蛮
で
あ
る
と
ま
で
い
う
。
筆
者
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
中
に
懐
里
や
蛮
降
等
の
村
人
が
自
分
た
ち
こ
そ
正
統
な

ヤ
オ
族
だ
と
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
言

説
に
由
来
す
る
。
こ
の
よ
う
な
等
級
区
分
が
最
も
影
響
す
る
の
は
恋

愛
対
象
の
選
択
に
お
い
て
で
あ
る
。
婁
艾
の
女
性
は
瓦
東
の
男
性
に

嫁
ぐ
こ
と
を
望
ま
な
い
。
嫁
い
だ
後
に
必
ず
日
々
の
食
糧
不
足
と
い

う
問
題
に
直
面
す
る
か
ら
で
あ
る
。
瓦
東
の
女
性
も
婁
艾
の
男
性
に

嫁
ぐ
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
る
。
た
と
え
結
婚
し
て
も
、
結
婚
後
夫

方
の
一
族
の
蔑
視
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
両
等
級
間
で
長

期
に
わ
た
っ
て
婚
姻
を
回
避
し
て
き
た
こ
と
が
さ
ら
に
、
瓦
東
人
は

低
等
級
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
黙
認
し
受
容
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ

た
と
い
え
〉
10
〈
る
。

㈢
　
儀
式
生
活
の
周
期
を
決
め
る

　

白
褲
ヤ
オ
の
冠
婚
葬
祭
や
宗
教
信
仰
等
の
儀
式
生
活
は
、
収
穫
さ

れ
る
食
糧
や
衣
服
の
原
材
料
の
生
産
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

る
。
農
閑
期
は
年
に
二
度
あ
る
。
第
一
は
種
植
え
後
か
ら
収
穫
ま
で

の
二
〜
三
カ
月
で
、
第
二
は
秋
の
収
穫
後
か
ら
翌
年
春
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
種
播
き
ま
で
の
三
〜
四
カ
月
で
あ
る
。
婚
礼
や
一
族
あ
る
い

は
全
村
単
位
の
大
型
の
宗
教
儀
式
は
、
み
な
こ
の
二
度
の
農
閑
期
に

行
わ
れ
る
。
農
閑
期
は
時
間
が
十
分
に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
参
加

者
も
多
い
。
葬
儀
は
後
半
の
農
閑
期
に
多
く
行
わ
れ
る
。
秋
の
収
穫
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後
な
の
で
大
量
の
食
物
が
あ
り
、
参
会
客
用
の
米
飯
が
不
足
す
る
心

配
が
な
い
。
同
時
に
耕
牛
も
休
閑
期
な
の
で
、
牛
を
選
ん
で
牛
祭
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
収
穫
前
に
亡
く
な
っ
た
者
は
、
遺

体
を
棺
に
入
れ
て
黄
泥
で
密
封
し
、
し
ば
ら
く
屋
外
の
壁
下
に
埋

め
、
収
穫
後
に
掘
り
出
し
て
正
式
な
葬
儀
を
行
う
。
し
ば
し
埋
め
る

棺
桶
に
は
上
方
に
雨
除
け
棚
を
設
け
、
雨
水
の
侵
入
を
防
ぐ
。
棺
桶

を
家
内
の
部
屋
の
片
隅
に
埋
め
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ

う
な
客
観
的
条
件
に
よ
る
二
次
葬
は
生
産
や
生
活
に
と
っ
て
負
担
で

あ
る
た
め
、
み
な
葬
事
が
収
穫
後
で
あ
る
こ
と
を
望
む
。
収
穫
前
に

病
人
の
病
が
重
く
な
っ
た
家
で
は
、
多
く
の
禍
除
け
の
儀
式
を
行
っ

て
病
人
が
秋
の
収
穫
ま
で
も
つ
よ
う
に
と
望
む
。
そ
の
た
め
家
庭
単

位
の
小
型
の
宗
教
儀
式
は
秋
の
収
穫
前
に
集
中
す
る
。
彼
ら
の
儀
式

生
活
は
農
耕
の
サ
イ
ク
ル
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

㈣
　
人
の
道
徳
の
反
映
と
約
束

　

白
褲
ヤ
オ
は
土
地
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
土
地
が
生

産
能
力
を
失
う
こ
と
を
最
も
恐
れ
る
。
一
部
の
土
地
は
土
質
や
地
下

水
系
統
に
問
題
が
あ
る
た
め
植
物
の
生
長
に
は
適
さ
ず
、
こ
の
よ
う

な
不
毛
の
地
は
人
心
を
恐
れ
さ
せ
る
。
彼
ら
の
観
念
で
は
、
不
毛
の

地
は
も
と
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
人
の
悪
行
が
こ
の
よ

う
な
自
然
へ
の
反
発
や
錯
乱
を
引
き
起
こ
す
と
す
る
。
例
え
ば
、
董

甲
村
の
数
畝
の
土
地
は
ず
っ
と
草
木
が
ほ
と
ん
ど
生
え
ず
、
か
つ
て

開
墾
が
試
み
ら
れ
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
人
々
は
次
の
よ

う
に
解
釈
し
た
。

　
　

昔
、
天
空
に
突
然
九
個
の
太
陽
と
八
個
の
月
が
出
現
し
、
そ
れ

ら
の
照
射
の
せ
い
で
河
流
は
ほ
と
ん
ど
絶
え
、
作
物
は
次
々
に
枯

れ
、
土
壌
は
亀
裂
し
、
岩
石
は
熱
量
の
せ
い
で
窪
み
、
自
給
用
の

稲
や
綿
花
の
種
す
ら
も
と
れ
な
く
な
っ
た
。
ニ
ラ
と
い
う
若
者
が

弓
矢
で
余
分
な
日
月
を
射
落
と
そ
う
と
決
心
し
、
村
の
入
口
の
山

に
登
っ
て
弓
を
射
た
が
、
天
上
の
日
月
は
微
動
さ
え
し
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
日
月
へ
の
長
い
道
程
を
少
し
ず
つ
進
ん
で
接
近
し
、

一
年
後
、
よ
う
や
く
日
月
を
一
組
だ
け
残
し
て
射
落
と
し
念
願
を

果
た
し
た
。
帰
路
、
弓
矢
を
背
負
っ
た
子
供
に
で
あ
っ
た
、
子
供

が
射
比
べ
を
申
し
入
れ
た
の
で
ニ
ラ
は
躊
躇
な
く
そ
れ
を
受
け
て

試
合
を
し
た
が
、
す
べ
て
に
負
け
た
た
め
、
怒
っ
て
そ
の
子
を
射

殺
し
て
し
ま
っ
た
。
帰
宅
後
、
妻
は
ニ
ラ
が
い
な
い
間
に
生
ん
だ

息
子
が
、
数
日
前
に
弓
を
背
負
っ
て
遊
び
に
で
た
ま
ま
帰
宅
し
て

い
な
い
と
告
げ
た
。
ニ
ラ
は
突
然
、
射
殺
し
た
の
が
息
子
だ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
慌
て
て
外
に
駆
け
出
し
、
走
り
な
が
ら
罵
っ
た
。

「
な
ん
と
性
悪
な
日
月
だ
、
お
前
た
ち
は
私
に
自
分
の
子
供
を
殺

さ
せ
た
の
か
。
残
し
た
日
月
も
全
部
射
落
と
し
て
し
ま
う
ぞ
」

と
。
人
々
は
こ
れ
を
聞
く
や
、
彼
の
前
に
跪
い
て
言
っ
た
。「
最

後
の
一
組
の
日
月
だ
け
は
残
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
頼
み
を
き
い

て
く
れ
れ
ば
当
地
の
最
良
の
土
地
を
献
上
し
ま
す
の
で
」
と
。
ニ

ラ
は
最
後
に
は
彼
ら
の
頼
み
を
き
き
い
れ
た
が
、
そ
の
土
地
は
二
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度
と
作
物
を
生
産
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
神
が
彼
に
下

し
た
罰
で
あ
る
。

　

以
下
も
こ
れ
と
同
様
の
話
で
あ
る
。
岜
地
の
険
し
い
山
の
麓
に
あ

る
洞
洪
村
に
は
、「
猴
母
地
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
不
毛
の
地
が
あ
る
。
周
囲
に
は
樹
木
が
鬱
蒼
と
生
い
茂
っ
て

い
る
た
め
、
そ
の
土
地
は
ひ
と
き
わ
目
を
引
い
た
。
当
地
で
は
次
の

よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　

遥
か
昔
、
一
人
の
と
て
も
貧
し
い
白
褲
ヤ
オ
の
男
が
い
た
。
娘

は
だ
れ
も
嫁
に
い
き
た
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、
男
は
山
上
の
猿
を

妻
に
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
猿
の
妻
は
、
醜
か
っ
た
が
賢
く
働
き

者
で
、
生
ま
れ
た
子
は
男
女
と
も
非
常
に
美
し
か
っ
た
。
長
女
が

嫁
ぐ
年
頃
に
な
っ
た
時
、
未
婚
の
息
子
を
持
つ
家
が
二
人
の
使
者

を
婚
姻
の
申
し
込
み
に
行
か
せ
た
。
娘
は
猿
で
あ
る
母
（
以
下
、

猿
母
）
が
使
者
を
驚
か
せ
る
に
違
い
な
い
と
思
っ
て
、
母
を
寝
室

の
大
き
な
木
箱
に
隠
し
た
。
使
者
は
、
母
上
は
ど
こ
に
行
っ
た
の

か
と
聞
い
た
。
伝
統
的
婚
姻
で
は
、
母
が
出
て
こ
な
い
の
は
普
通

で
は
な
く
、
使
者
が
持
参
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
酒
を
娘
の
両
親
が

一
緒
に
飲
む
こ
と
で
承
諾
を
表
す
か
ら
だ
。
娘
は
、
母
は
私
が
嫁

ぐ
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
の
で
一
緒
に
飲
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
、
私
と
父
が
一
緒
に
飲
み
ま
す
の
で
と
言
っ
た
。
し
か
し
使
者

は
、
習
慣
通
り
に
し
な
か
っ
た
ら
婚
姻
後
に
何
か
問
題
が
お
き
た

時
に
責
任
を
問
わ
れ
る
と
思
い
、
か
た
く
な
に
母
の
出
席
を
求
め

た
。
娘
は
や
む
な
く
猿
母
を
出
し
た
。
使
者
は
猿
母
を
み
て
驚
い

た
が
、
申
込
み
を
や
め
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
猿
母
が

毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
手
を
伸
ば
し
て
食
物
を
取
り
、
口
に
入
れ
て
食

べ
た
時
に
は
、
二
人
と
も
驚
き
慌
て
て
逃
げ
去
っ
た
。

　
　

子
供
た
ち
は
、
そ
の
夜
急
遽
話
し
あ
っ
た
。
も
う
こ
こ
に
は
住

め
な
い
、
新
し
い
場
所
に
移
っ
て
猿
母
と
は
一
緒
に
住
ま
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
、
今
後
、
男
は
嫁
を
取
れ
な
い
し
女
は
嫁
ぎ
先

を
見
つ
け
ら
れ
な
い
、
と
。
彼
ら
は
猿
母
を
引
き
離
す
計
略
を
た

て
た
。
次
の
日
、
子
供
た
ち
は
猿
母
を
連
れ
て
急
い
で
引
っ
越
し

た
。
途
中
、
洞
洪
河
を
渡
る
時
、
長
女
が
猿
母
に
言
っ
た
。
豆
腐

を
作
る
道
具
を
河
に
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母
さ
ん
は
走
る

の
が
速
い
の
で
取
り
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
母
さ
ん
を

待
た
ず
に
先
に
河
を
渡
り
ま
す
の
で
、
道
具
が
取
れ
た
ら
後
を

追
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
河
を
渡
る
時
に
は
、
ま
ず
木
の
棒
を

河
に
斜
め
に
挿
し
こ
ん
で
棒
が
河
底
に
達
し
た
ら
棒
が
河
面
に
隠

れ
る
所
に
印
を
つ
け
、
次
に
棒
を
垂
直
に
た
て
て
自
分
の
身
長
と

比
べ
、
印
が
身
長
よ
り
上
に
あ
る
う
ち
は
渡
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
水
嵩
が
減
っ
て
印
が
身
長
よ
り
も
低
く
な
っ
て
か
ら
渡
っ
て

下
さ
い
、
と
。
猿
母
は
子
供
た
ち
の
計
略
が
わ
か
ら
ず
、
言
わ
れ

た
通
り
に
し
た
の
で
、
い
つ
ま
で
も
河
を
渡
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
何
年
も
待
っ
て
も
い
つ
も
水
嵩
の
結
果
は
同
じ
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
猿
母
は
一
人
で
暮
ら
し
続
け
、
子
供
た
ち
に
置
き
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ざ
り
に
さ
れ
た
が
、
後
に
真
相
を
知
っ
て
自
殺
し
た
。
一
帯
の
土

地
は
猿
母
の
恨
み
で
永
遠
に
作
物
が
育
た
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

猿
母
は
死
後
に
「
凶
死
鬼
」（
不
本
意
な
死
の
た
め
生
者
に
祟
り

を
な
す
死
霊
）
と
な
り
、
そ
の
悲
し
み
と
怒
り
が
あ
ま
り
に
深
か
っ

た
た
め
に
、
そ
の
呪
い
は
自
分
の
土
地
を
耕
作
不
能
に
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
洞
洪
村
の
他
の
土
地
も
耕
作
不
能
あ
る
い
は
作
物
の
育
ち

が
悪
い
土
地
に
か
え
た
。
そ
の
た
め
洞
洪
一
帯
の
人
々
は
毎
年
三
月

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
播
き
（
一
年
の
農
事
開
始
）
の
前
に
シ
ャ
ー

マ
ン
を
招
い
て
猿
母
の
土
地
で
供
物
を
捧
げ
て
祀
り
、
そ
の
年
の
正

常
な
収
穫
を
願
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
二
つ
の
不
毛
な
土
地
の
原
因
の
解
釈
に
は
共
通
点
が
あ

る
。
被
害
者
の
呪
詛
で
あ
れ
、
神
の
下
し
た
罰
で
あ
れ
、
人
の
悪
行

が
土
地
の
不
毛
の
根
源
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
土
地
の
不
毛

の
背
後
に
は
必
ず
道
徳
的
故
事
が
あ
り
、
正
常
な
耕
作
の
可
否
は
人

間
が
道
徳
を
遵
守
す
る
か
に
関
わ
っ
て
い
る
。
一
人
の
人
間
が
人
倫

や
人
間
性
に
反
し
、
良
心
や
羞
恥
心
に
欠
け
た
非
道
徳
的
行
為
を
行

う
な
ら
ば
、
そ
の
人
の
土
地
は
生
産
が
難
し
く
な
る
か
、
完
全
に
不

毛
に
な
り
、
そ
の
人
を
害
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
災
い
は
子
々
孫
々

に
及
ぶ
。
彼
ら
の
観
念
で
は
、
人
は
不
道
徳
的
言
行
に
よ
っ
て
死
霊

を
身
体
に
招
き
、
あ
る
い
は
神
罰
を
受
け
て
病
気
に
な
る
。
し
か

し
、
病
の
軽
重
は
土
地
の
不
毛
の
重
大
性
に
は
は
る
か
に
及
ば
な

い
。
土
地
を
失
い
、
土
地
へ
の
依
存
心
を
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
が
最

も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
土
地
は
実
質
的
に
人
の
道
徳
を
反
映
す

る
機
能
を
も
っ
て
お
り
、
逆
に
い
え
ば
、
土
地
に
対
す
る
依
存
心
が

人
の
言
行
を
決
め
る
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
土
地
は
白
褲
ヤ
オ
の
経
済
、
社
会
、
儀
式
お
よ

び
精
神
領
域
の
道
徳
的
言
行
に
至
る
ま
で
関
わ
っ
て
お
り
、
一
定
程

度
に
お
い
て
、
土
地
は
モ
ー
ス
（M

arcel M
auss

）
の
い
う
「
全
体

的
社
会
事
実
」﹇
莫
斯2005

﹈
の
一
項
目
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
土
地

を
中
心
に
彼
ら
の
文
化
や
社
会
が
組
織
化
さ
れ
動
か
さ
れ
、
彼
ら
の

生
活
す
べ
て
に
及
ぶ
支
配
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

四
　
結
論

　

土
地
は
、
白
褲
ヤ
オ
の
文
化
や
社
会
に
お
い
て
支
配
的
地
位
を

も
っ
て
い
る
た
め
、
人
は
土
地
さ
え
所
有
し
て
い
れ
ば
安
全
で
安
定

し
た
信
頼
と
期
待
を
常
に
も
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
土
地
が
な
け
れ

ば
、
生
存
の
必
須
条
件
を
失
う
ば
か
り
で
な
く
、
生
存
の
た
め
の
行

動
の
枠
組
み
や
価
値
の
重
み
ま
で
も
失
う
と
考
え
る
。
故
に
彼
ら
は

終
始
一
貫
し
て
現
世
で
も
来
世
で
も
土
地
の
所
有
と
経
営
を
求
め

る
。
死
者
の
た
め
に
も
来
世
で
の
土
地
の
開
墾
と
生
産
の
条
件
が
必

要
で
あ
り
、
な
か
で
も
牛
は
そ
の
決
定
的
な
条
件
で
あ
る
。
牛
が
欠

け
れ
ば
、
土
地
に
対
す
る
追
求
は
実
現
せ
ず
、
土
地
と
牛
は
不
可
分

の
二
元
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
故
に
、
牛
祭
儀
式
は
彼
ら
に
と
っ
て

最
も
不
可
欠
、
か
つ
壊
す
こ
と
の
で
き
な
い
習
慣
な
の
で
あ
る
。
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牛
祭
を
し
な
け
れ
ば
、
死
者
は
必
ず
生
者
に
災
い
を
も
た
ら
し
続

け
る
。
一
に
、
死
者
は
生
者
の
畑
地
の
食
糧
を
と
り
あ
げ
、
収
穫
を

悪
く
す
る
こ
と
さ
え
行
う
。
二
に
、
生
者
の
身
体
に
異
常
や
病
苦
を

与
え
る
。
例
え
ば
、
数
年
前
、
王
尚
村
の
男
性
が
亡
く
な
っ
た
時

に
、
家
で
は
牛
を
飼
っ
て
お
ら
ず
、
牛
を
買
っ
て
牛
祭
を
行
う
金
も

な
か
っ
た
た
め
鶏
を
殺
し
て
代
用
し
た
。
し
か
し
葬
儀
後
ま
も
な

く
、
死
者
の
妻
は
、
死
者
が
泣
き
な
が
ら
自
分
の
牛
を
探
し
て
い
る

夢
を
見
た
。
死
者
の
弟
の
妻
は
、
恍
惚
状
態
に
な
っ
て
、
死
者
の
声

音
で
自
分
の
牛
が
欲
し
い
と
訴
え
た
。
三
は
、「
瓦
王
」
神
が
天
上

か
ら
降
臨
し
て
生
命
の
「
花
」
を
孕
ん
だ
時
、
死
者
が
花
を
墓
の
周

り
に
留
め
た
の
で
、
一
家
中
の
女
性
が
妊
娠
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
時
、
唯
一
の
解
決
方
法
は
、
死
者
の
た
め

に
牛
祭
儀
式
を
行
っ
て
死
者
の
怒
り
を
な
だ
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
白
褲
ヤ
オ
文
化
に
お
け
る
牛
祭
の
意
義
は
、
あ

の
世
で
存
続
す
る
た
め
の
決
定
的
な
条
件
で
あ
る
牛
を
死
者
に
提
供

す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
者
と
死
者
は
協
調
関
係
を
う

ち
た
て
て
現
世
と
来
世
の
協
調
的
秩
序
を
形
成
す
る
。
牛
以
外
の
動

物
は
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
が
、
白
褲
ヤ

オ
の
牛
祭
儀
式
が
国
家
に
よ
る
強
力
な
改
造
策
に
直
面
し
て
も
途
絶

え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
文
化
的
根
源
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
国
家
社
会
科
学
基
金
重
大
招
標
項
目
「
二
〇
世
紀
二

〇
－

四
〇
年
代
人
類
学
華
西
学
派
的
学
術
体
系
研
究
」（
批
准
番

号
：17 Z

D
A

162

）
の
成
果
で
あ
る
。

注〈
１
〉 

ヤ
オ
族
の
支
系
区
分
に
は
三
分
法
と
四
分
法
の
二
種
類
が
あ

る
。
四
分
法
は
三
大
山
地
支
系
の
基
礎
と
し
て
、
さ
ら
に
山
地
で
は

な
い
地
域
に
暮
ら
す
「
平
地
ヤ
オ
」
を
加
え
る
。
ヤ
オ
族
の
各
方
言

区
域
状
況
に
関
し
て
は
黄
鈺
・
黄
方
平
『
国
際
瑶
族
概
述
』（
南

寧
：
広
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
二

－

八
頁
）、
玉
時
階

『
瑶
族
文
化
変
遷
』（
北
京
：
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
五
四

－

一
五
八
頁
）
参
照
。

〈
２
〉 

筆
者
は
す
で
に
何
度
も
白
褲
ヤ
オ
地
区
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
し
て
お
り
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
四
年
一
〇
月
の

一
年
間
は
里
湖
郷
王
尚
村
に
滞
在
し
た
。
王
尚
村
は
白
褲
ヤ
オ
が
集

居
す
る
自
然
村
で
、
戸
数
約
九
〇
戸
、
人
口
約
四
〇
〇
人
で
あ
る
。

〈
３
〉 

献
祭
研
究
に
お
け
る
聖
餐
理
論
は
、
主
に
ス
ミ
ス
のSem

ites

人
（
セ
ム
族
）
研
究
に
よ
る
。W

. R
obertson Sm

ith, The R
eligion 

of the Sem
ites: The Fundam

ental Institution , N
ew York: Schocken 

Books, 1972 , pp. 213 ‒243

参
照
。

〈
４
〉 

献
祭
研
究
に
お
け
る
贈
与
論
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
・

タ
イ
ラ
ー
の
観
点
か
ら
始
ま
る
。﹇
英
﹈
愛
徳
華
・
泰
勒
『
原
始
文

化
』
連
樹
声
等
訳
、
上
海
：
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
七

九
六

－

八
六
三
頁
（E

dward Burnett Tylor, Prim
itive Culture , 

John M
urray, 1929

）
参
照
。
聖
餐
論
と
贈
与
論
以
外
で
、
献
祭
理

論
に
関
す
る
別
の
解
釈
は
エ
バ
ン
ズ
＝
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
の
代
替
論
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（substitute

）
に
よ
る
。E

dward E
van E

vans-Pritchard, N
uer 

R
eligion , N

ew York: O
xford U

niversity Press, 1956

参
照
。

〈
５
〉 
死
者
が
女
性
の
時
は
、
こ
の
段
階
は
息
子
と
夫
が
共
同
で
行

う
。
も
し
死
者
に
一
人
し
か
息
子
が
い
な
い
時
は
息
子
と
一
族
の
中

で
最
も
近
い
関
係
の
男
子
と
で
行
う
。
死
者
に
息
子
が
い
な
い
時
は

一
族
の
中
で
最
も
関
係
が
近
い
男
子
二
人
で
行
う
。

〈
６
〉 

白
褲
ヤ
オ
の
観
念
の
宇
宙
で
は
、
あ
の
世
の
天
門
は
里
湖
郷
岜

地
の
険
し
い
斜
面
と
八
玗
郷
に
あ
り
、
村
人
は
死
後
異
な
る
場
所
の

入
口
か
ら
あ
の
世
に
入
る
。

〈
７
〉 

白
褲
ヤ
オ
の
牛
を
殺
す
刀
は
多
く
が
先
祖
伝
来
で
あ
る
。
す
で

に
数
百
年
を
経
た
も
の
も
あ
り
、
い
ず
れ
の
刀
も
刀
鞘
で
保
護
さ
れ

て
い
る
。

〈
８
〉 

現
在
、
白
褲
ヤ
オ
の
習
慣
で
は
墓
前
に
牛
角
柱
と
漢
字
を
刻
ん

だ
石
碑
を
同
時
に
立
て
る
。

〈
９
〉 

葬
儀
の
進
行
を
調
整
し
て
仕
切
る
の
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
で
も
よ

い
し
、
葬
儀
の
手
順
に
通
じ
た
人
で
も
よ
い
。

〈
10
〉 

近
年
、
土
地
を
基
準
と
し
た
階
級
区
分
は
す
で
に
薄
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
若
者
は
原
則
と
し
て
恋
愛
や
婚
姻
に
こ
の
よ
う
な
伝
統

的
な
言
説
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
二
つ
の
集
団
間
で
の
婚
姻
の
回
避

や
社
会
的
地
位
の
差
異
は
、
原
則
的
に
は
す
で
に
消
滅
し
て
い
る
。

し
か
し
等
級
に
よ
る
束
縛
が
緩
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
婚
姻
を
決

め
る
時
に
女
性
側
は
依
然
と
し
て
男
性
側
の
田
畑
の
生
産
量
の
多
寡

や
土
地
の
質
量
の
優
劣
を
考
慮
す
る
。
し
か
し
、
当
地
の
チ
ワ
ン
族

や
漢
族
は
配
偶
者
を
選
ぶ
時
に
こ
の
よ
う
な
か
つ
て
の
基
準
を
す
で

に
放
棄
し
て
い
る
。
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二
頁

玉
時
階　

1985　
「
広
西
南
丹
県
白
褲
瑶
喪
葬
制
度
研
究
」『
広
西
民
族

学
院
学
報
』（
哲
学
社
会
科
学
版
）
一
九
八
五
年
第
二
期
、
六
六

－

七
二
頁

玉
時
階　

1989　
『
白
褲
瑶
社
会
』
桂
林
：
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、

六
九
頁

周
暁
虹　

1998　
『
伝
統
與
変
遷
│
│
江
浙
農
民
的
社
会
心
理
及
其
近

代
以
来
的
嬗
変
』
上
海
：
三
聯
書
店
、
一
九
九
八
年
、
六
六
頁

朱
栄
ほ
か　

1992　
『
中
国
白
褲
瑶
』
南
寧
：
広
西
民
族
出
版
社
、
一

五
九

－

一
六
五
頁


